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１部　15円
購読料は年会費に含まれています

　
本
年
四
月
に
県
立
消
防
学
校
に
入
校
し
た
新

任
の
消
防
職
員
が
、
約
五
ヶ
月
の
厳
し
い
訓
練

を
終
了
し
て
九
月
四
日
に
無
事
卒
業
し
、
現
場

活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
所
属
消
防
本
部
の
消
防
長
等

の
消
防
職
員
が
見
守
る
な
か
、
齋
藤
校
長
よ
り

全
員
に
卒
業
証
書
と
在
学
中
に
取
得
し
た
各
種

資
格
・
免
許
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種
表
彰

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
齋
藤
校
長
の
式

辞
、
知
事
告
辞
（
関
消
防
安
全
課
長
）、
葉
梨

消
防
協
会
長
（
遠
藤
専
務
理
事
）
等
の
来
賓
祝

辞
に
引
き
続
き
、
総
代
を
務
め
ら
れ
た
ひ
た
ち

な
か
・
東
海
広
域
消
防
本
部
の
黒
澤
一
史
消
防

士
の
学
生
謝
辞
が
あ
り
、
無
事
式
典
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
初
任
科
生
の
皆
様
卒
業
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
消
防
学
校
で
習
っ
た
教

育
内
容
を
、
更
に
先
輩
の
現
場
で
の
生
き
た
指

導
を
加
え
て
、
自
分
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
卒
業
式
に
お
け
る
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

一
　
優
秀
賞
（
二
名
）

　
・
鹿
島
地
方
消
防
本
部
　
　
　
方
喰
　
豊
喜

　
・
土
浦
市
消
防
本
部
　
　
　
　
小
出
　
　
塁

二
　
学
力
賞
（
八
名
）

　
・
日
立
市
消
防
本
部
　
　
　
　
須
田
　
智
貴

　
・
稲
敷
広
域
消
防
本
部
　
　
　
大
川
　
翔
大

　
・
筑
西
広
域
消
防
本
部
　
　
　
雨
谷
　
　
諒

　
・
取
手
市
消
防
本
部
　
　
　
　
鈴
木
　
裕
真

　
・
茨
城
西
南
消
防
本
部
　
　
　
吉
田
　
光
汰

　
・
茨
城
西
南
消
防
本
部
　
　
　
清
水
　
耕
平

　
・
土
浦
市
消
防
本
部
　
　
　
　
田
和
　
麻
衣

　
・
日
立
市
消
防
本
部
　
　
　
　
佐
藤
　
孝
治

三
　
体
力
賞
（
五
名
）

　
・
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部
　
　
皆
川
　
善
孝

　
・
筑
西
広
域
消
防
本
部
　
　
　
上
野
　
貴
大

　
・
鹿
島
地
方
消
防
本
部
　
　
　
中
川
　
克
徳

　
・
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
広
域
消
防
本
部

米
川
　
和
馬

　
・
筑
西
広
域
消
防
本
部
　
　
　
坂
入
　
佑
太

（
広
域
消
防
本
部
の
名
称
は
簡
略
し
、
消
防
職

員
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。） ８・９月号

　
毎
年
恒
例

の
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技

大
会
が
、
九

月
二
十
七
日

（
日
）
の
県

北
地
区
大
会

を
皮
切
り
に

県
内
六
地
区

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
昨

年
に
引
き
続

く
猛
暑
の
中

で
訓
練
に
励

第66回
茨城県消防ポンプ操法
競技大会地区大会開催

県西地区：ポンプ車操法の部

ん
で
こ
ら
れ
た
各
チ
ー
ム
の
選
手
の
皆

さ
ん
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、

各
地
区
大
会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
当

番
市
町
村
関
係
者
の
皆
様
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
各
地
区
大
会
の
成
績
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

新
戦
力
の
消
防
職
員
百
二
十
四
名
が
現
場
へ

第
九
十
九
期
初
任
科
卒
業
式

第66回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成27年10月18日

地区名 日　時 開　催　場　所 出　　場 
チーム数

出　場 
選手数 優勝チーム 総得点

所要時間 構成市町村数
１線 ２線 当番市町村

県　　北  9/27（日）
8：30

常陸大宮市辰ノ口
おおみや消防広場

8 48 ひたちなか市 135.0 61.43 76.79 ７市１町１村
東海村8 40 大子町 77.0 48.51 ＊＊

県　　央  10/4（日）
9：00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

10 60 小美玉市第5分団 143.5 55.73 66.64 ３市３町
水戸市3 15 小美玉市 60.5 51.75 ＊＊

鹿　　行 10/18（日）
9：00

神栖市木崎
神栖中央公園

5 30 潮来市 137.0 61.67 72.48 ５市
神栖市5 25 潮来市 65.0 48.44 ＊＊

県南南部 10/18（日）
9：00

牛久市柏田1606-1
牛久市中央生涯学習センター駐車場

5 30 取手市 158.0 59.51 69.92 ５市３町１村
牛久市8 40 阿見町 75.0 45.65 ＊＊

県南北部 10/11（日）
8：30

つくば市和台
筑波北部工業団地内筑波北部緑地

11 66 石岡市 149.5 55.92 66.90 ５市
かすみがうら市3 15 石岡市 66.5 50.31 ＊＊

県　　西 10/18（日）
9：00

筑西市上平塚
下館総合運動公園

8 48 桜川市 150.0 61.96 65.85 ７市３町
筑西市＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

計
47 282 注１：日時は、開会式の開始時刻を示す

注２：上段：ポンプ車　　下段：小型ポンプ27 135
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副
団
長
　
木
村
　
康
夫

他
五
百
八
十
六
名

【
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰
（
民
間
優
良
消
防

機
関
等
）】

　
内
守
谷
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
中
茎
　
文
枝
（
常
総
市
）

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団
第
七
分
団

他
三
十
六
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　
つ
く
ば
市
消
防
団
　
副
団
長
　
大
橋
　
　
勇

他
七
十
六
名

【
功
労
章
】

　
日
立
市
消
防
団
　
　
副
団
長
　
和
地
　
　
進

他
二
百
八
十
名

　
茨
城
県
と
茨
城
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ
る

平
成
二
十
七
年
度
茨
城
県
消
防
大
会
が
、
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭
に
引
き
続
き
、
午
前
十
時
五
十

分
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
並
び
に
消
防
関
係
者
の

出
席
の
も
と
、
県
立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
次
の
式
次
第
の
と
お
り
滞
り
な
く
進

め
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

代表受領者の方々

入校式の様子

葉梨消防協会長祝辞

　
前
期
（
九
十
九
期
）
初
任
科
が
巣
立
っ
た
後

を
受
け
、
後
期
（
百
期
）
の
入
校
式
が
、
十
月

十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
県
立
消
防
学
校

に
お
い
て
、
県
内
十
四
消
防
本
部
か
ら
総
勢
六

十
九
名
の
学
生
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、入
校
生
紹
介
、学
生
宣
誓
に
続
き
、

式
辞
（
齋
藤
校
長
）、
知
事
告
示
（
関
消
防
安

全
課
長
）、
続
い
て
消
防
協
会
長
祝
辞
等
が
あ

り
ま
し
た
。

　
既
に
半
年
間
、
各
消
防
本
部
に
お
い
て
先
輩

方
か
ら
指
導
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
学
生
諸
君
で

す
が
、
初
心
に
戻
り
、
こ
れ
か
ら
の
半
年
間
、

消
防
学
校
で
心
身
の
鍛
練
と
消
防
職
員
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
複
雑
多
様
化

す
る
各
種
災
害
に
即
戦
力
と
し
て
柔
軟
に
対
応

で
き
る
職
員
に
巣
立
っ
て
い
け
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

県
立
消
防
学
校

初
任
科（
後
期
）入
校
式

　
な
お
、
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
開
会
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会
長
〔
ひ
た
ち

な
か
市
団
長
〕）

二
　
国
歌
斉
唱

三
　
式
辞
（
橋
本
知
事
）

四
　
表
彰

　
・
知
事
表
彰
（
橋
本
知
事
）

　
・
消
防
協
会
長
表
彰
（
葉
梨
会
長
）

五
　
祝
辞

　
・
山
岡
恒
夫
茨
城
県
議
会
副
議
長

　
・
小
谷
隆
亮
茨
城
県
町
村
会
長

六
　
謝
辞

　
・
山
田
団
長
（
鹿
嶋
市
）

七
　
決
議
（
富
田
副
会
長
〔
下
妻
市
団
長
〕）

八
　
万
歳
三
唱
（
鈴
木
副
会
長
〔
つ
く
ば
み
ら

い
市
団
長
〕）

九
　
閉
会
の
こ
と
ば
（
深
谷
副
会
長
〔
笠
間
市

団
長
〕）

茨
城
県
知
事
表
彰

【
表
彰
像
を
授
与
す
る
表
彰
（
優
良

消
防
機
関
）】

　
日
立
市
消
防
本
部
　

他
一
消
防
団
一
消
防
本
部

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

◎
勤
続
五
十
年
以
上

　
阿
見
町
消
防
団

　
　
　
団
長
　
米
川
　
幸
雄

◎
勤
続
四
十
年
以
上

　
筑
西
広
域
消
防
本
部

消
防
正
監
　
柴
　
　
勝
昭

他
百
四
十
五
名

◎
勤
続
三
十
年
以
上

　
鉾
田
市
消
防
団

　
　
副
団
長
　
大
槻
　
高
志

他
百
二
十
三
名

◎
勤
続
二
十
年
以
上

　
境
町
消
防
団

平
成
二
十
七
年
度

茨
城
県
消
防

大
会
開
催
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【
優
良
消
防
職
員
】

　
茨
城
西
南
消
防
本
部

　
　
消
防
司
令
長
　
横
倉
　
　
実

他
四
十
七
名

【
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
】

　
高
萩
市
消
防
団
　
　
副
団
長
　
大
森
　
　
勉

　
　
夫
人
　
大
森
　
和
江

他
八
十
二
名

【
親
子
消
防
団
員
】

　
守
谷
市
消
防
団
　
　
　
団
長
　
齋
藤
　
芳
紀

　
　
団
員
　
齋
藤
　
邦
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
七
組

【
消
防
団
分
団
後
援
会
】

　
石
岡
市
消
防
団
第
十
四
分
団
一
部
後
援
会

　
　
　
　
　
　
他
五
後
援
会

　
台
風
十
八
号
が
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧

に
向
か
っ
て
南
か
ら
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん

だ
影
響
で
、
関
東
地
方
と
東
北
地
方
で
記
録
的

　
茨
城
県
消
防

協
会
主
催
に
よ

る
消
防
殉
職
者

の
慰
霊
祭
が
、

平
成
二
十
七
年

十
月
二
十
二
日

（
木
）
十
時
か

ら
、
県
立
消
防

学
校
に
建
立
さ

れ
て
い
る
「
殉

職
消
防
団
員
職

員
之
碑
」
の
前

に
お
い
て
、
遺

族
を
は
じ
め
茨

城
県
の
橋
本
知

事
な
ど
多
数
の

来
賓
及
び
県
内

は
、
十
日
早
朝
よ
り
鬼
怒
川
の
数
か
所
で
堤
防

か
ら
の
漏
水
が
発
生
し
、
十
二
時
五
十
分
に
は

同
市
三
坂
町
で
堤
防
一
か
所
が
決
壊
し
、
鬼
怒

川
と
小
貝
川
に
挟
ま
れ
た
広
範
囲
が
水
没
し
ま

し
た
。

　
救
助
活
動
は
空
と
地
上
で
実
施
さ
れ
、
自
衛

隊
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
、
及
び
消
防
に
よ
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
救
助
活
動
で
約
一
千
三
百

人
、
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を
含
め
た
防
災

関
係
機
関
の
地
上
部
隊
に
よ
り
約
二
千
九
百
人

の
被
災
住
民
が
救
助
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
消

防
団
も
河
川
警
戒
や
ヘ
リ
救
助
の
地
上
支
援
活

動
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
未
だ
、避
難
所
生
活
を
送
る
住
民
の
方
々
や
、

災
害
廃
棄
物
の
対
応
等
復
旧
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
関
係
者
の
方
々
も
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

い
復
旧
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　「
殉
職
消
防
団
員
職
員
之
碑
」
は
、
昭
和
五

十
七
年
に
現
在
地
に
建
立
さ
れ
、
毎
年
秋
に
一

回
、
消
防
協
会
主
催
で
慰
霊
祭
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

一
　
開
式
の
こ
と
ば
（
澤
畑
副
会
長
〔
ひ
た
ち

な
か
市
団
長
〕）

二
　
黙
と
う

三
　
祭
主
あ
い
さ
つ
（
葉
梨
会
長
）

四
　
追
悼
の
こ
と
ば

　
・
橋
本
昌
知
事

　
・
山
岡
恒
夫
茨
城
県
議
会
副
議
長

　
・
小
谷
隆
亮
大
洗
町
長

　
・
小
野
和
夫
日
本
消
防
協
会
福
祉
部
長

五
　
花
輪
献
上
（
葉
梨
会
長
・
針
替
圭
子
様
〔
遺

族
代
表
〕）

六
　
献
花

七
　
閉
式
の
こ
と
ば
（
深
谷
副
会
長
〔
笠
間
市

団
長
〕）

鬼怒川決壊箇所付近

慰霊碑に向かい黙とう

な
大
雨
と
な
り
、
九
月
十
日
七
時
四

十
五
分
に
茨
城
県
全
域
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
雨
の
影
響
に
よ
り
本
県
で
は
四

十
七
河
川
で
越
水
、
決
壊
及
び
土
砂

崩
れ
等
が
発
生
し
、
死
者
三
名
を
含

む
人
的
被
害
や
、
七
千
棟
以
上
の
住

家
が
全
半
壊
、
床
上
・
床
下
浸
水
等

の
被
害
を
受
け
、
電
気
等
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
も
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　
大
雨
の
影
響
は
県
西
地
区
を
中
心

に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
古
河
市
等

十
市
町
に
お
い
て
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
で
は
、

浸
水
に
よ
る
放
置
車
両
に
つ
い
て
、

緊
急
通
行
車
両
の
通
行
確
保
の
た

め
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
放
置
車
両

の
移
動
を
本
県
で
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　
被
害
が
大
き
か
っ
た
常
総
市
で

「
平
成
二
十
七
年
九
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
り
鬼
怒
川
等
が
氾
濫

平成27年度
茨城県消防

殉職者慰霊祭

の
消
防
職
団
員
等
が
参
列
し
、
こ
れ
ま
で
の
殉

職
者
七
十
九
柱
の
功
績
を
偲
び
、
次
の
式
次
第

の
と
お
り
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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編
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
約
二
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
が
、
第
二
十
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
選
考

会
な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
掲
載
料
：
掲
載
一
回
税
込
み
五
千
四
百
円
、

掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広

告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）
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ラ
特
有
の
火
山
灰
土
に
よ
る
特
殊
な
地
形
・
地

質
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
特

徴
を
踏
ま
え
た
対
策
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
教

訓
と
し
て
、
避
難
勧
告
等
に
つ
い
て
空
振
り
を

恐
れ
ず
発
令
し
、予
防
的
避
難
（
早
め
の
避
難
）

を
防
災
・
減
災
対
策
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
い

る
と
い
う
興
味
深
い
話
も
頂
き
、
二
市
で
の
研

修
は
、
今
後
の
本
県
の
消
防
防
災
活
動
を
考
え

る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
等
」、「
団
員
と
家
族
へ
の
メ
リ
ッ
ト
等
」

等
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、県
、市
町
、

県
協
会
に
お
い
て
課
題
に
対
応
し
た
取
組
を
実

施
。
具
体
的
に
は
、
県
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
オ

ア
等
を
活
用
し
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
ほ

か
、
県
庁
分
団
を
発
足
す
る
な
ど
県
職
員
の
入

団
促
進
、
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
協
会
に
お
い
て
は
、
消
防
団
員
手

帳
を
作
成
し
消
防
団
員
支
援
優
遇
制
度
の
拡
充

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
優
遇
制
度
で

は
、
優
遇
を
目
的
と
す
る
よ
り
も
、
団
員
が
団

員
手
帳
を
携
帯
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い

る
と
の
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
熊
本
県
阿
蘇
市
に
お
い
て
は
、
総
務
課
職
員

や
阿
蘇
市
消
防
団
員
か
ら
「
九
州
北
部
豪
雨
災

害
の
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
で
土
砂
災
害
を
拡
大
さ
せ
た
背
景

に
は
、
降
水
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
カ
ル
デ

　
今
年
度
の
理
事
研
修
会
は
、
十
月
七
日
か
ら

九
日
の
日
程
で
、
佐
賀
県
佐
賀
市
と
熊
本
県
阿

蘇
市
を
研
修
先
と
し
て
、
葉
梨
会
長
は
じ
め
理

事
十
七
名
、
県
消
防
安
全
課
一
名
、
県
立
消
防

学
校
二
名
、
事
務
局
二
名
で
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
佐
賀
県
佐
賀
市
で
は
、「
佐
賀
県
に
お
け
る

消
防
団
確
保
対
策
の
現
状
」
に
つ
い
て
佐
賀
県

消
防
防
災
課
の
坂
本
係
長
、
及
び
佐
賀
県
消
防

協
会
の
古
河
常
務
理
事
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
佐
賀
県
で
は
、
消
防
団
員
の
生
の
声
を
聴
く

た
め
団
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、
現
役
団
員
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し

て
、「
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」、「
地
域
へ
の

佐賀県庁前にて

研修の様子

平
成
二
十
七
年
度

理
事
研
修
会
を実施


